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圧力機器のき裂状欠陥評価方法 (第２段階評価) 解説 

この解説は，本体及び附属書に規定した事項，及びこれらに関連した事項を説明するもので，

規格の一部ではない。 
 
序文 
化学工業，石油産業や都市ガスなどの一般産業用圧力容器，配管，貯槽に対しては，設計時に

欠陥がないことが前提となって強度設計がなされている。しかし，製造時の欠陥や供用期間中に

種々の要因によって生じる欠陥が供用期間中の検査で検出される場合が多く，その評価がきわめ

て重要となっているため，日本高圧力技術協会では圧力機器のき裂状欠陥評価方法 HPIS Z 1011）

を 2001年に制定し，2008年にその改訂版 HPIS Z 101-12）を刊行した。この第１段階評価では評
価不要欠陥寸法に基づく簡易的な評価となっており，評価不要欠陥寸法を超えるような欠陥に対

しては補修や取替えなどの対応が必要とされている。この規格で定める第 2 段階評価では，弾塑
性破壊力学評価法と限界荷重評価法とを包括する 2 パラメータ評価法に基づく評価 3)となってお

り，ぜい性破壊パラメータであるじん性比 rK と塑性崩壊パラメータである荷重比 rL の 2 つのパ
ラメータを座標軸とする破壊評価線図(FAD)において，第 1 段階評価で許容されなかった欠陥に
対して，その欠陥の設計条件下における rK と rL が破壊評価線(FAC)の内側に位置する場合にはそ
の欠陥を許容するものである 3)4)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


